














  [1]‥‥はかばかしうものたまはせやらず、むせかへらせたまひつつ、 
  かつは、人も心よはくみたてまつるらむと、おぼしつつまぬにしもあ 
  らぬ御けしきの心ぐるしさに、うけたまはりもはてぬやうにてなむま 
  かではべりぬる」とて、御文たてまつる。２）  （「桐壺」12－12） 
  [2]うらもなくまちきこえ顔なるかたつかた人を、あはれとおぼさぬに 
  しもあらねど、つれなくてききゐたらむことのはづかしければ、まづ 
  こなたの心みはててとおぼすほどに、伊予介のぼりぬ。 
                         （「夕顔」108－1） 
  [3]伊予介といひしは、故院かくれさせたまひてまたの年、常陸になり 
  てくだりしかば、かの帚木もいざなはれにけり。須磨の御旅居もはる 
  かにききて、人しれずおもひやりきこえぬにしもあらざりしかど、つ 
  たへきこゆべきよすがだになくて、筑波嶺の山をふきこす風もうきた 
  るここちして、いささかのつたへだになくて、年月かさなりにけり。 
                         （「関屋」547－3） 
  [4]いみじう心もとなければ、「これあけさせたまへ。小侍従やさぶら 
  ふ」とのたまへど、音もせず。御乳母子なりけり。ひとりごとをきき 
  たまひけるもはづかしうて、あいなく御顔もひきいれたまへど、あは 
  れはしらぬにしもあらぬぞにくきや。乳母たちなどちかくふして、う 
  ちみじろくもくるしければ、かたみに音もせず。 （「少女」687－13） 
  [5]「今日か明日かとおぼえはべりつつ、さすがにほどへぬるを、うち 
  たゆみて、ふかき本意のはしてにもとげずなりなむこととおもひおこ 
  してなむ。かくても、のこりのよはひなくはおこなひの心ざしもかな 
  ふまじけれど、まずかりにてものどめおきて、念仏をだにとおもひは 
  べる。はかばかしからぬ身にても、世にながらふまじけれど、ただ、 
  この心ざしにひきとどめられたると、おもうたまへしられぬにしもあ 
  らぬを、いままでつとめなきおこたりをだに、やすからずなむ」とて、 
  おぼしおきてたるさまなど‥‥        （「若菜上」1047－1） 
  [6]大将の君は、この姫宮の御ことをおもひおよばぬにしもあらざりし 
  かば、目にちかくおはしますを、いとただにもおぼえず、おほかたの 
  御かしづきにつけて、こなたにはさりぬべきをりをりにまゐりなれ、 
  おのづから御けはひありさまもみききたまふに、‥‥ 
（「若菜上」1108－11） 
  [7]「右の大臣の北の方の、とりたてたる後見もなく、をさなくよりも 
  のはかなき世にさすらふるやうにて、おひいでたまひけれど、かどか 
  どしく労ありて、われもおほかたには親めきしかど、にくき心のそは 
  ぬにしもあらざりしを、なだらかにつれなくもてなしてすぐし、この 
  大臣の、さる無心の女房に心あはせていりきたりけむにも、けざやか 
  にもてはなれたるさまを人にもみえしられ、‥‥（「若菜下」1203－7） 
  [8]正身は、たまさかに対面したまふとき、かぎりなくふかきことをた 
  のめちぎりたまひつれば、さりともこよなうはおぼしかはらじと、お 
  ぼつかなもわりなきさはりこそはものしたまふらめと、心のうちにお 
  もひなぐさめたまふかたあり。ほどへにけるがおもひいれられたまは 
  ぬにしもあらぬに、なかなかにてうちすぎたまひぬるを、つらくもく 






  [9]「なほかうおぼししらぬ御ありさまこそ、かへりては、あさう御心 
  のほどしらるれ、かう世づかぬまでしれじれしきうしろやすさなども、 
  たぐひあらじとおぼえはべるを、何ごともかやすきほどの人こそ、か 
  かるをば痴れ者などうちわらひて、つれなき心もつかふなれ。あまり 
  こよなくおぼしおとしたるに、えなむしづめはつまじきここちしはべ 
  る。世の中をむげにおぼししらぬにしもあらじを」と、よろづにきこ 
  えせめられたまひて、いかがはいふべきとわびしうおぼしめぐらす。 
（「夕霧」1318－5） 
  [10]「人しりたることよりも、かやうなるはあはれもそふこととなむ、 
  昔人もいひける。あひおもひたまへよ。つつむことなきにしもあらね 
  ば、身ながら心にもえまかすまじくなむありける。また、さるべき人 
  びともゆるされじかしと、かねて胸いたくなむ。わすれでまちたまへ 
























  [11]大臣は、あながちにおぼしいらるるにしもあらねど、つれなき御 
  けしきのうれたきに、まけてやみなむもくちをしく、げに、はた、人 
  の御ありさま、世のおぼえことにあらまほしく、ものをふかくおぼし 
  しり、世の人のとあるかかるけぢめもききつめたまひて、昔よりもあ 
  またへまさりておぼさるれば、‥‥       （「朝顔」652－8） 
  [12]右近をめしいでて、「かやうにおとづれきこえむ人をば、人えりし 
  ていらへなどはせさせよ。すきずきしうあざれがましき今様の人の、 
  便ないことしいでなどする、をのこのとがにしもあらぬことなり。 
                         （「胡蝶」790－3） 
  [13]春宮は、かかる御なやみにそへて、世をそむかせたまふべき御心 
  づかひになむと、きかせたまひてわたらせたまへり。母女御もそひき 
  こえさせたまひてまゐりたまへり。すぐれたる御おぼえにしもあらざ 
  りしかど、宮のかくておはします御宿世のかぎりなくめでたければ、 
  年ごろの御物語こまやかにきこえかはしたまひけり。 
                       （「若菜上」1026－9） 
  [14][15]わが御北の方も、あはれとおぼすかたこそふかけれ、いふか 
  ひあり、すぐれたるらうらうじさなどものしたまはぬ人なり。おだし 
  きものに、いまはと目なるるに心ゆるびて、なほかくさまざまにつど 
  ひたまへるありさまどものとりどりにをかしげを、心ひとつにおもひ 
  はなれがたきを、まして、この宮は、人の御ほどをおもふにも、かぎ 
  りなく心ことなる御ほどに、とりわきたる御けしきにしもあらず、人 
  目のかざりばかりにこそとみたてまつりしる。わざとおほけなき心に 
  しもあらねど、みたてたまつるをりありなむやとゆかしくおもひきこ 
  えたまひけり。             （「若菜上」1110－6・7） 
  [16]さるは、おはせし世には、なかなか、かかるたぐひの人しも、た 
  づねたまふべきにしもあらずかし。わがあやまちにてうしなひつるも 
  いとほし、なぐさめむとおぼすよりなむ、人のそしりねむごろにたづ 
  ねじとおぼしける。              （「蜻蛉」1961－2） 
  [17]‥‥弁のおもととてなれたるおとな、「そもむつましくおもひき 
  こゆべきゆゑなき人の、はぢきこえはべらぬにや。ものはさこそは、 
  なかなかはべるめれ。かならずそのゆゑたづねて、うちとけ御覧ぜら 
  るるにしもはべらねど、かばかりおもなくつくりそめてける身におは 
  さざらむも、かたはらいたくてなむ」ときこゆれば、‥‥ 
























  [18]「いでや。われにても、またしのびがたう、ものおもはしきをり 
  をりありし御心ざまの、おもひいでらるるふしぶしなくやは」とほほ 
  ゑみてきこえたまへば、あな心うとおぼいて、「うたてもおぼしよるか 
  な。いとみしらずしもあらじ」とて、わづらはしければ、のたまひさ 
  して、‥‥                  （「胡蝶」795－3） 
  [19]単衣の御衣の袖に、古代のことなれど、／小夜衣きてなれきとは 
  いはずともかごとばかりはかけずしもあらじ／と、おどしきこえたま 
  へり。                    （「総角」1624－4） 
  [20]「すべて男も女も、わろ者は、わづかにしれるかたのことをのこ 
  りなくみせつくさむとおもへるこそ、いとほしけれ。三史五経、みち 
  みちしきかたをあきらかにさとりあかさむこそ愛敬なからめ、などか 
  は女といはむからに、世にあることのおほやけわたくしにつけて、む 












  [21]／人はみな花に心をうつすらむひとりぞまどふ春の夜の闇／うち 
  なげきてたてば、うちの人のかへし／をりからやあはれもしらむ梅の 
  花ただ香ばかりにうつりしもせじ／       （「竹河」1473－8） 
  [22]かの大極殿の御輿よせたるところのかうがうしきに／身こそかく 
  しめのほかなれそのかみの心のうちをわすれしもせず／とのみあり。 









  [23]いにしへよりも、ものふかくはづかしげさまりて、かくもてはな 
  れたることとおぼすしも、みはなちがたくおぼさるれど、はかなきこ 
  とをのたまひかくべくもあらず、おほかたの昔今の物語をしたまひて 
  かばかりのいふかひだにあれかしと、あなたをみやりたまふ。 
                        （「初音」773－10） 
  [24]女君も、かひなきものにおぼしすてつる命、うれしうおぼさるら 
  むかし。いとうつくしげにねびととのほりて、御ものおもひのほどに 
  ところせかりし御ぐしのすこしへがれたるしもいみじうめでたきを、 
  いまはかくてみるべきぞかしと御心おちゐるにつけては、またかのあ 
  かずわかれし人のおもへりしさま心くるしうおぼしやらる。 
                        （「明石」475－10） 
  [25]これは、いますこしこまやかなる夏の御直衣に、紅のつややかな 
  るひきかさねてやつれたまへるしも、みてもあかぬここちぞする。 











  [26]女も、にげなき御年のほどをはづかしうおぼして、心とけたまは 
  ぬけしきなれば、それにつつみたるさまにもてなして、院にきこしめ 
  しいれ、世の中の人もしらぬなくなりにたるを、ふかうしもあらぬ御 
  心のほどを、いみじうおぼしなげきけり。    （「葵」284－10） 
  [27]‥‥対の御方ばかりこそは、「あはれ」などのたまへど、ふかくも 
  みなれたまはざりけるうちつけのむつびなれば、いとふかくしもいか 
  でかはあらむ、また、おぼすままに、こひしや、いみじやなどのたま 
  はむにはかたはらいたければ、かしこにありし侍従をぞ、例のむかへ 











  [28]たぐひなかりし御けしきこそ。つらきしもわすれがたう。いかに 
  人みたてまつりけむ。／うちとけてねもみぬものを若草のことあり顔 
  にむすぼほるらむ／をさなくこそものしたまひけれ」と、‥‥ 
                         （「胡蝶」799－8） 
  [29]よろづのこと、帝の御心ひとつなるやうにおぼしいそげば、御後 







  [30]「つねに、をりをりかさねて心まどはしたまひし世のむくいなど 
  を、仏にかしこまりきこゆるこそくるしけれ。おぼししるや。かくい 
  とすなほにしもあらぬものをとおもひあはせたまふこともあらじやは 
  となむおもふ」とのたまふ。          （「初音」773－6） 
  [31]父宮ききたまひて、「今は、しかかけはなれてもていでたまふらむ 
  に、さら心つよくものしたまふ、いとおもなう人わらへなることなり。 
  おのがあらむ世のかぎりは、ひたぶるにしも、などかしたがひくづほ 












  [32]いかにぞ、をこがましきこともこそとおぼすに、いとつつましけ 
  れど、みちびくままに母屋の几帳のかたびらひきあげて、いとやをら 
  いりたまふとすれど、みなしづまりたる夜の御衣のけはひ、やはらか 
  なるしもいとしるかりけり。          （「空蝉」90－3） 
  [33]やむごとなきよりも、典侍腹の六の君とか、いとすぐれてをかし 
  げに、心ばへなどもたらひておひいでたまふを、世のおぼえのおとし 
  めざまなるべきしもかくあたらしきを心くるしうおぼして、‥‥ 






















































  語彙用例総索引付属語編』1～5（勉誠社 1994）による。 




野村 剛 2001 「し」（副助詞）「しも」係助詞（山口明穂・秋本守英編『日本語文法大辞典』 
明治書院） 
西田隆政 2005 「二重否定表現「ぬことなし」をめぐって―源氏物語を資料として―」（『甲 
         南女子大学研究紀要』文学・文化編41） 
 
